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研究のための物品購入や、物品借用を申請する場合は、チューターの先生に必ず相談し、許可をもらってから申請してね！ 

        
 

 

担当：１年２組（福留・吉鶴）、１年３組（岩本・中村） 

１ 研究の最前線を聴く～研究を知る講座（１年） 

６月25日（金）１年

生を対象に「研究を知

る講座」が開かれまし

た。講師として鹿児島

大学・鹿屋体育大学か

ら10名の先生をお招き

し、生徒たちは希望す

る２講座を聴講するこ

とができました。 

鹿屋体育大学教授前田明先生は、「国際競技力向上に向

けたスポーツ最前線」という講義テーマでお話ししてくだ

さいました。研究では、スポーツと科学の融合によって選

手の身体の使い方等を分析し、パフォーマンスの向上を図

っているそうです。また、多くの有名選手が訪れるほど最

先端の研究設備が整備され、様々な分析を行っていること

を聞き、これから先、科学技術によってスポーツがどのよ

うに変化していくのか楽しみになりました。 

また、鹿児島大学大学院理工学研究科理学専攻教授伊東

祐二先生は、「理学部から医薬品開発を考える～タンパク

質から作られるバイ

オ医薬品～」という

講義テーマでお話し

してくださいまし

た。先生は、免疫反

応で中心的な働きを

するタンパク質であ

る抗体に注目し、

様々な抗体医薬品の開発に関わる研究をしているそうで

す。私たちの身体の部品であるタンパク質の研究をしたい

という一心で、これまで研究を続けてきた先生ですが、そ

の過程には多くの失敗があったとのこと。しかし、そもそ

も成功する確率は１％以下であり、繰り返しチャレンジす

ることが研究の上で大切だと教えてくださいました。 

他にも魅力的な講座が

多くあり、大いに興味関

心をかき立てられまし

た。大学での研究が楽し

みになると同時に、自分

たちのＳＳ探究の時間の

研究にも、しっかりと取

り組みたいと思いまし

た。 

 

２ ディベートに挑戦！～ＳＳ探究Ⅱ（２年） 

６月３日（木）、

10日（木）のＳＳ探

究Ⅱの時間、２年生

は論理的・批判的思

考力の向上を目指し

て、ディベートにチ

ャレンジしました。

ディベートとは、あ

るテーマについて肯定側と否定側とに分かれて討論を行

うことです。ディベートに関する説明を受けた後、今回

は「制服は本当に必要か」「バレンタインは廃止すべき

か」など、様々なテーマに分かれてディベートが行われ

ました。 

このうち「都会は本当に住みやすいのか」というテー

マでは、肯定派の意見として「色々なお店がある」「交

通が便利」といったものが挙げられました。一方否定側

の意見としては、「自然が少ない」といった意見が出ま

した。そして討論の結果、肯定側の勝利となりました。 

ディベートを終えた２年生からは、「反論されると悔

しいが、それにまた反論することで、議論がより深まっ

ていくことが分かり、楽しかった」という声が聞かれま

した。様々な意見を踏まえ、多面的かつ論理的に思考す

る経験は、これからの課題研究にもきっと生かせると思

います。 

３ いざ！中間報告会！～ＳＳ探究Ⅱ（２年） 

７月14日（水）に２年生は中間報告会を迎えます。

ＳＳ探究Ⅱの時間はそのための準備に大忙しです。 

あるグループは「立腰（りつよう）に適したクッショ

ン作り」を研究しています。立腰とは、背中と座ってい

る面が80度くらいになる座り方のことで、内蔵等への

圧迫が少なく集中力も保てるそうです。来年の夏を目処

に、立腰に適したクッションを作り、姿勢を良くするこ

とで集中力を高め、勉強の効率アップに繋げたいとのこ

と。そのため現在は既製品のデータを参考に発泡スチロ

ールの型を作り、柔らかい材 

質や堅い材質を試しているそ

うです。 

この他にもたくさんの研究

が発表される予定です。どん

な発表がなされるのか、今

からとても楽しみです♪ マウスの脳のプレパラートを

観察中 


